
　
平
成
２８
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価
の
縦
覧
を
福
崎
町
役
場
税

務
課
に
お
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
。 

   

「
縦
覧
帳
簿
」
で
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て
も
縦

覧
が
可
能
で
す
。 

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

　
　
　
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格 

　
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

　
　
　
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格 

  

　
平
成
２８
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２８
年
６
月
３０
日
ま
で
の
間 

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
） 

  

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
福
崎
町
内
に
所
在
す

る
土
地
に
対
し
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
納
税
者
も

し
く
は
そ
の
代
理
人 

　
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
福
崎
町
内
に
所
在
す

る
家
屋
に
対
し
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
納
税
者
も

し
く
は
そ
の
代
理
人 

  

　
窓
口
で
縦
覧
さ
れ
る
方
の
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、

保
険
証
等
）、
納
税
者
の
代
理
人
（
同
世
帯
の
親
族
を
除
く
）

の
方
は
委
任
状 

  

　
自
己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
い
つ
で
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
閲
覧
は
、
納
税
義
務
者
本
人
、
納
税
義
務
者
と
同
世
帯

の
親
族
、
納
税
義
務
者
の
代
理
人
（
委
任
状
必
要
）
ま
た
は
納

税
管
理
人
の
方
が
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、借
地
人
・
借
家
人
は
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
使
用

ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
も
閲
覧
で
き
ま
す
。 

　
借
地
人
・
借
家
人
が
閲
覧
で
き
る
部
分
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

　
借
り
て
い
る
土
地
の
所
有
者
名
、
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地

積
、
価
格
、
課
税
標
準
額 

  

　
借
り
て
い
る
家
屋
の
所
有
者
名
、
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
価
格
及
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
所
有
者

名
、
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
、
課
税
標
準
額 

  

　
窓
口
で
閲
覧
さ
れ
る
方
の
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、

保
険
証
等
）
、
代
理
人
（
同
世
帯
の
親
族
を
除
く
）
の
方
は
委

任
状
、
借
地
人
・
借
家
人
の
方
は
、
賃
貸
物
件
の
明
記
さ
れ
た

契
約
書
等
利
害
関
係
が
わ
か
る
書
類 

  

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が

あ
る
納
税
者
は
、
福
崎
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
不
服

の
審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
審
査
の
結
果
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価

格
が
固
定
資
産
評
価
基
準
に
照
ら
し
て
不
適
当
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
価
格
が
修
正
さ
れ
、
税
額
が
修
正
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
土
地
の
場
合
は
税
負
担
の
調
整
措
置
を
講
じ
て
い

る
た
め
、
価
格
が
修
正
さ
れ
て
も
税
額
に
影
響
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。 

  

　
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
６０
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
文
書
を
も
っ
て
審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
価
格
の
据
置
年
度
に
あ
た
る
平
成
２８
年
度
に
お
い
て
は
、
新

た
に
価
格
が
決
定
さ
れ
た
り
、
変
更
が
あ
っ
た
固
定
資
産
の
み

が
審
査
申
出
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
） 

    

　
家
屋
を
と
り
こ
わ
し
た
場
合
は
必
ず
こ
の
報
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
（
当
年
中
に
建
物
滅
失
の
登

記
を
す
ま
す
場
合
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）
こ
の
報

告
書
に
は
、
と
り
こ
わ
し
業
者
の
証
明
及
び
と
り
こ
わ
し
後
の

現
況
写
真
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
一
部
と
り
こ
わ
し
の
場
合
は
、

と
り
こ
わ
し
面
積
と
残
存
面
積
が
わ
か
る
も
の（
平
面
図
な
ど
）

も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
報
告
書
を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
家
屋
を
と
り
こ
わ
し

て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ
続
け
る

こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

    

　
相
続
、
売
買
、
贈
与
等
で
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ

た
場
合
に
は
、
こ
の
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
登
記
を
し
て
い
る
家
屋
は
、
所
有
権
移
転
登
記
を
す

れ
ば
、
法
務
局
か
ら
の
通
知
で
把
握
で
き
、
所
有
者
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
未
登
記
家
屋
は
こ
の
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
か
な
い
と
所
有
者
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
必
要
添
付
書
類 

①
相
続
　
遺
産
分
割
協
議
書
等
相
続
を
証
す
る
書
面
（
写
） 

　
　
　
　
印
鑑
証
明
書
（
相
続
人
全
員
） 

②
売
買
　
売
買
契
約
書
（
写
）
印
鑑
証
明
書
（
旧
名
義
人
） 

③
贈
与
　
贈
与
証
書
等
（
写
）
印
鑑
証
明
書
（
旧
名
義
人
） 

※
建
物
を
特
定
す
る
写
真
、
図
面
等
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

※
原
因
証
書
の
中
に
印
鑑
証
明
書
が
あ
る
場
合
に
は
、
印
鑑
証

明
書
を
別
途
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
町
外
在
住
の
方
が
①
〜
③
に
お
い
て
新
名
義
人
と
な
る
場
合
、

住
民
票
の
写
し
が
必
要
で
す
。 

縦
覧
の
で
き
る
範
囲
（
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
） 

借
　
地
　
人 

審
査
申
出
期
間 

と
り
こ
わ
し
家
屋
報
告
書 

借
　
家
　
人 

持
参
す
る
も
の 

縦
覧
期
間 

縦
覧
の
で
き
る
方 

持
参
す
る
も
の 

家
屋
を
と
り
こ
わ
し
た
場
合 

未
登
記
家
屋
名
義
変
更
申
請
書 

未
登
記
家
屋
の
名
義
を
変
更
し
た
場
合 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て 

固
定
資
産
の
価
格
に
係
る
不
服
審
査
に
つ
い
て 

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
　
資
産
税
係 

（
内
線
３
４
４
・
３
４
５
・
３
４
６
） 

固
定
資
産
税
に
お
け
る
縦
覧
の
お
知
ら
せ 

１２ 



　
平
成
２２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
三

木
家
住
宅
の
修
理
工
事
も
６
年
目

と
な
り
、
主
屋
（
表
座
敷
）
の
工

事
は
最
終
年
度
と
な
り
ま
し
た
。 

 

１
、
主
屋
の
工
事 

　
１
年
目
は
表
門
と
厩
・
南
土
塀

の
一
部
の
解
体
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
年
目
は
主
屋
の
解
体
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。
３
年
目
か
ら
は
組

立
工
事
に
着
手
し
、
軸
組
（
柱
や

梁
の
構
造
部
分
）
の
修
理
、
４
年

目
は
屋
根
の
垂
木
や
野
地
板
と
い

っ
た
造
作
材
の
修
理
や
大
屋
根
の

瓦
葺
き
、
土
壁
の
下
地
と
な
る
竹

小
舞
の
修
理
、
ま
た
一
部
床
下
の

発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
５

年
目
は
下
屋
の
瓦
葺
き
、
荒
壁
塗

り
、
床
板
や
床
の
間
、
書
院
な
ど

解
体
し
た
造
作
材
の
取
り
付
け
を

実
施
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
引
き
続
き
造
作
材

の
取
り
付
け
や
左
官
壁
の
仕
上
げ

を
進
め
、
襖
壁
の
和
紙
張
り
や
畳

敷
な
ど
、
完
成
に
向
け
て
工
事
は

佳
境
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

　
素
屋
根
や
外
部
足
場
も
解
体
さ

れ
、
約
４
年
ぶ
り
に
主
屋
の
姿
が

見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
、
土
塀
・
表
門
の
工
事 

　
主
屋
の
工
事
と
並
行
し
て
、
１

年
目
に
解
体
し
た
南
土
塀
と
表
門

の
組
立
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
敷
地
北
側
の
土
塀
は
、
大

き
く
傾
い
て
い
た
た
め
、
今
年
度
、

修
理
に
着
手
し
ま
し
た
。
側
面
に

型
枠
を
設
け
、
土
を
上
か
ら
た
た

き
固
め
る
版
築
と
い
う
工
法
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
か
何
か
を

通
し
て
型
枠
を
固
定
し
た
時
の
穴

が
残
っ
て
お
り
、
１
層
３０
㎝
ず
つ
、

５
段
で
積
み
上
げ
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
南
土
塀
と
ま
っ
た
く
同

じ
技
法
で
、
南
土
塀
が
銀
の
馬
車

道
敷
設
の
時
に
造
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
北
土
塀
も
明
治
初
期
の

建
築
と
わ
か
り
ま
し
た
。 

         

３
、
主
屋
公
開
に
向
け
て 

　
平
成
２８
年
度
は
、
表
門
と
南
土

塀
工
事
を
完
成
さ
せ
、
消
防
設
備

整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

展
示
資
料
や
備
品
な
ど
を
整
備
し
、

平
成
２９
年
度
の
主
屋
公
開
を
め
ざ

す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告⑥ 県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告⑥ 県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告⑥ 

う
ま
や 

ど
べ
い 

は
り 

た
る
き 

か
わ
ら
ぶ 

た
け 

こ
ま
い 

げ
　
や 

ふ
す
ま
か
べ 

は
ん
ち
く 

の
じ
い
た 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

69

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

①
修
理
前 

②
瓦
を
撤
去 

　
野
地
板
の
よ
う
す 

③
野
地
板
を
撤
去 

　
垂
木
の
よ
う
す 

④
垂
木
を
撤
去 

　
小
屋
組
の
よ
う
す 

⑤
小
屋
組
修
理
・ 

　
垂
木
組
立
後 

⑥
野
地
板
組
立
後 

⑦屋根修理完了！ 

北土塀　型枠を固定する部材を 
通した穴 

１３ 



歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

　
本
展
は
、
「
福
崎
町
文
化
財
マ
ッ
プ
」（
発
行
／
福
崎
町
文

化
協
会
）を
活
用
し
て
、
福
崎
町
内
に
あ
る
指
定
文
化
財
や

登
録
文
化
財
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。 

　
福
崎
町
に
は
、
４０
を
超
え
る
文
化
財
が
、
国
・
県
・
町
の

指
定
や
登
録
を
受
け
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
古
墳
出
土
遺

物
や
石
造
遺
品
の
拓
本
な
ど
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
福
崎
町

の
文
化
財
の
魅
力
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。 

　
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
マ
ッ
プ
を
も
っ
て
文
化
財
め
ぐ

り
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
平
成
２８
年
５
月
、
福
崎
町
は
町
制
施
行
６０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
こ
で
資
料
館
で
は
、
福
崎
町
が
誕
生
し
た
昭
和

３０
年
代
に
焦
点
を
あ
て
、
町
村
合
併
や
当
時
の
よ
う
す
を

特
別
展
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。 

　
昭
和
３０
年
代
の
福
崎
町
の
町
並
み
や
、
人
々
の
く
ら
し

が
わ
か
る
写
真
な
ど
を
探
し
て
い
ま
す
。
お
持
ち
の
方
は
、

資
料
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
　
２２
・
５
６
９
９
） 

　
柳
田
國
男
の
著
書
『
妖
怪
談

義
』
は
、
日
本
民
俗
学
に
お
け

る
妖
怪
研
究
の
出
発
点
と
い
わ

れ
る
本
で
す
。 

　
國
男
は
、
幼
少
期
か
ら
妖
怪

に
関
心
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
だ
れ
も
國
男
の
疑

問
に
答
え
て
く
れ
な
か
っ
た
た

め
、
自
分
で
妖
怪
に
つ
い
て
の

本
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
『
妖

怪
談
義
』
で
す
。 

      

　
こ
の
著
書
で
、
國
男
は
「
我
々

は
オ
バ
ケ
は
ど
う
で
も
居
る
も

の
と
思
つ
た
人
が
、
昔
は
大
い

に
有
り
、
今
で
も
少
し
は
あ
る

理
由
が
、
判
ら
な
い
の
で
困
つ

て
居
る
だ
け
で
あ
る
」
と
述
べ

て
お
り
、
妖
怪
と
い
う
存
在
を

信
じ
て
き
た
日
本
人
の
考
え
を

研
究
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
國
男
は
、
文
献
に
記

さ
れ
た
妖
怪
に
関
す
る
記
述
や

日
本
各
地
に
伝
わ
る
妖
怪
の
話

を
集
め
ま
し
た
。 

　
本
展
で
は
、『
妖
怪
談
義
』
に

記
さ
れ
た
妖
怪
に
ま
つ
わ
る
話

を
紹
介
し
ま
す
。 

　
福
崎
町
柳
田
國
男
妖
怪
企
画

「
全
国
妖
怪
造
形
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
入
選
作
品
の
一
部
を
展
示
し

ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
だ
よ
り 

柳
田
國
男
の
『
妖
怪
談
義
』 

　
〜
妖
怪
な
ぞ
と
き
話
〜 

企画展 

会期：３月５日（土）～３１日（木） 

入館無料 
３月５日（土）～ 
３１日（木） 

　
平
成
２７
年
度
も
、
ふ
く
さ
き
歴

史
体
験
隊
は
元
気
に
活
動
し
ま
し

た
。
資
料
館
で
は
、
全
６
回
の
活

動
を
ふ
り
返
る
写
真
展
を
開
催
し

ま
す
。
隊
員
た
ち
の
体
験
の
数
々

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

同
時
開

同
時
開
催 

同
時
開
催 

　
町
指
定
文
化
財
の
東
新

田
古
墳
出
土
遺
物
の
保
存

処
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
処
理
し
た
大
刀
か
ら
、

銀
象
嵌
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

本
展
で
初
公
開
し
ま
す
。 

　
１
７
４
９
年
に
起
こ

っ
た
寛
延
一
揆
で
打
ち

つ
ぶ
し
に
あ
っ
た
大
庄

屋
の
屋
敷
跡
の
井
戸
か

ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

昭和３０年頃の月見橋 

昭和３０年代の駅前通り 

石造宝塔（残欠）拓影 
（悟真院） 

つるべ 

第４回活動「土器づくり②」 
青少年野外活動センターにて 

入館無料 

東新田古墳出土鉄器 

左：大刀の鍔の一部、右：轡 
つば くつわ 

ぎ
ん
ぞ
う
が
ん 

た
　
ち 

第１回活動「　川かい 
わいウォークラリー」 
鈴ノ森神社にて 

 

企画展 

よ

う

か

い

だ

ん

ぎ

 

妖怪に関する論文の掲載雑誌 

柳田國男『妖怪談義』 
（修道社　昭和３１年） 

な
ぞ
と
き
① 

夜
ふ
け
に
小
豆
を
洗
う
音
を 

さ
せ
る
妖
怪
は
？ 

こ
た
え
　
小
豆
洗
い 

あ
ず
き 

わ
れ
わ
れ 

１４ 



　
井
上
通
泰
は
、
そ
の
生
涯
に
お

い
て
、
医
学
・
歌
学
・
国
文
学
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
業
績
を

残
し
て
い
ま
す
。
晩
年
は
医
業
を

や
め
て
、
歌
学
や
国
文
学
の
研
究

に
専
念
し
た
た
め
、
こ
ち
ら
の
業

績
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
医
師
と
し
て
も
多
く
の
業
績

を
残
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
医

師
と
し
て
の
井
上
通
泰
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
１１
歳
の
頃
、
井
上
家
に
養
子
に

入
っ
た
通
泰
は
、
同
家
の
家
業
で

あ
る
医
者
と
な
る
た
め
上
京
。
帝

国
大
学
医
科
大
学
（
東
京
大
学
医

学
部
の
前
身
）
に
入
学
し
ま
す
。 

　
明
治
の
は
じ
め
、
日
本
の
医
学

は
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

政
府
は
医
療
の
近
代
化
を
進
め
る

た
め
、
ド
イ
ツ
医
学
を
導
入
。
そ

の
先
鋒
た
る
帝
国
大
学
医
科
大
学

で
、
通
泰
は
当
時
最
先
端
の
医
学

を
学
ん
だ
の
で
す
。 

　
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
通
泰
は

大
学
の
眼
科
医
局
に
籍
を
置
く
か

た
わ
ら
、
医
院
を
開
業
。
そ
し
て

２
年
後
に
は
、
姫
路
病
院
の
眼
科

医
長
と
し
て
赴
任
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
明
治
２８
年（
１
８
９
５
）に
は
、

岡
山
に
あ
っ
た
第
三
高
等
学
校
医

学
部
（
岡
山
大
学
医
学
部
の
前
身
）

の
教
授
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
頃
の
通
泰
の
仕
事
ぶ
り
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
、
『
眼
科
瑣

談
』
と
い
う
資
料
が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
通
泰
の
診
療
の
記

録
。
今
で
い
う
カ
ル
テ
で
す
。
そ

こ
に
は
、
診
察
し
た
患
者
の
症
状

や
検
査
の
結
果
、
治
療
の
方
法
や

投
薬
の
種
類
な
ど
が
、
事
細
か
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
後

日
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
詳
細
な
目
録
も
作
成
し
て
い

ま
し
た
。 

　
姫
路
時
代
か
ら
書
き
継
い
で
き

た
『
眼
科
瑣
談
』
を
も
と
に
、
通

泰
は
眼
科
に
関
す
る
論
文
を
次
々

に
発
表
。
論
文
の
中
に
は
、
国
内

に
留
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
眼
科
医

学
誌
に
投
稿
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。 

　
通
泰
は
明
治
３５
年
に
岡
山
で
の

職
を
辞
し
て
上
京
。
自
分
の
医
院

を
開
業
し
ま
す
。
そ
の
か
た
わ
ら

で
論
文
も
継
続
し
て
発
表
し
、
明

治
３７
年
に
は
、
医
学
博
士
の
学
位

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
博

士
号
を
得
る
の
は
、
今
よ
り
も
っ

と
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
名
誉
な

こ
と
で
し
た
。 

　
そ
の
後
も
通
泰
は
、
論
文
を
発

表
し
た
り
、
眼
科
の
専
門
誌
の
創

刊
に
関
わ
っ
た
り
、
『
家
庭
衛
生

叢
書
』
と
い
う
一
般
向
け
の
医
学

書
の
監
修
を
務
め
た
り
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
歌
人
や
国
文
学
者

と
し
て
の
活
動
が
忙
し
く
な
る
に

つ
れ
て
、
医
学
関
係
の
活
動
は
減

少
。
や
が
て
大
正
１５
年（
１
９
２

６
）、
還
暦
を
迎
え
た
の
を
機
に
、

国
文
学
・
歴
史
学
の
研
究
に
専
念

す
る
た
め
、
医
師
を
や
め
る
こ
と

を
決
断
す
る
の
で
す
。 

　
と
こ
ろ
で
通
泰
は
、
歌
人
・
国

文
学
者
と
し
て
、
多
く
の
文
化
人

と
の
交
流
が
あ
り
、
そ
う
し
た
関

係
の
な
か
で
、
医
者
と
し
て
頼
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
に
、
高

濱
虚
子
が
通
泰
に
宛
て
た
書
簡
が

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
虚

子
の
息
子
が
「
右
眼
が
痛
い
」
と

言
っ
て
い
る
の
で
、
一
度
診
察
し

て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
逆
に
、
通
泰
の
医
院
を
受
診
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
交
流
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
医
学
の
分
野
で

も
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
る
通

泰
で
す
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
医
師

に
な
っ
た
の
は
養
家
の
意
向
が
大

き
く
、
本
人
は
文
学
や
歴
史
を
学

び
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
医
学

の
勉
強
に
身
が
入
ら
ず
、
養
父
か

ら
医
学
以
外
の
勉
強
を
禁
じ
ら
れ

そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。 

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
通
泰
が
眼

科
医
の
仕
事
を
疎
か
に
し
て
い
た

よ
う
に
は
み
え
ま
せ
ん
。
一
連
の

資
料
や
論
文
か
ら
は
、
通
泰
が
真

摯
に
患
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
こ

と
、
医
学
の
近
代
化
に
寄
与
し
た

人
物
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
あ

る
の
は
、
や
る
と
決
め
た
こ
と
、

引
き
受
け
た
仕
事
は
き
ち
ん
と
や

る
、
と
い
う
、
松
岡
兄
弟
に
共
通

す
る
姿
勢
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

医
師
と
し
て
の
井
上
通
泰 

第１７話 

み
ち
や
す 

が
ん
か
さ 

そ
う
し
ょ 

は
ま
き
よ
し 

た
か 

お
ろ
そ 

だ
ん 

『眼科瑣談』 高濱虚子からの書簡 

１５ 



１
、
は
じ
め
に 

　
高
岡
・
福
田
地
区
で
、
ほ
場
整

備
事
業
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。
事

業
に
先
立
ち
、
教
育
委
員
会
で
は

埋
蔵
文
化
財
を
保
護
し
、
事
業
と

の
調
整
に
必
要
な
資
料
を
得
る
た

め
の
調
査
を
、
本
年
度
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
ほ
場
整
備
事
業
区
域

内
に
あ
る
高
岡
・
福
田
地
区
（
福 

田
・
板
坂
・
桜
・
長
野
・
神
谷
）で
、

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
主

な
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
、
古
代
の
福
崎
町
を

知
る
う
え
で
、
重
要
な
遺
跡
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

２
、
高
岡
地
区
の
埋
蔵
文
化
財 

・
矢
口
遺
跡
（
神
谷
） 

　
平
成
元
年
度
に
調
査
が
行
わ
れ

て
お
り
、
土
器
片
や
掘
立
柱
建
物

４
棟
、
土
坑
４
基
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
土
器
の
年
代
か
ら
、
こ

れ
ら
の
遺
構
に
は
奈
良
時
代
か
ら

平
安
時
代
後
半
ま
で
人
々
が
生
活

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
遺
物
の
中
に
、
巡
方
と
い
う
金

銅
製
の
帯
金
具
の
一
部
が
あ
り
ま

す
（
写
真
１
）
。
帯
金
具
の
表
側

と
裏
側
の
金
具
の
間
に
隙
間
が
あ

り
、
こ
れ
は
ベ
ル
ト
に
装
着
さ
れ

る
も
の
で
す
。 

　
調
査
区
の
幅
が
７
ｍ
と
限
ら
れ

て
い
た
た
め
、
遺
跡
の
性
格
に
つ

い
て
、
完
全
に
は
把
握
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
古
代
の
役
人（
身

分
の
高
い
人
）が
こ
の
集
落
と
関

係
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

               

・
神
谷
古
墳 

　
醫
王
寺
境
内
に
神
谷
古
墳
と
い

う
古
墳
時
代
終
末
期
に
築
造
さ
れ

た
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
１
辺
約
２０

ｍ
の
方
墳
で
、
石
室
は
約
１１
ｍ
あ

り
、
町
内
で
３
番
目
に
大
き
い
も

の
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
古
墳
の
近
く
に
は
長
野

墓
地
と
醫
王
寺
境
内
に
石
棺
の
蓋

石
が
１
つ
ず
つ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
が
神
谷
古
墳
の
な
か

に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
か
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

３
、
福
田
地
区
の
埋
蔵
文
化
財 

・
福
田
群
集
墳 

　
福
田
群
集
墳
は
、『
福
崎
町
史
』

第
３
巻
に
は
、
東
大
谷
古
墳
、
宮

山
古
墳
、
上
垣
内
古
墳
、
小
山
古

墳
の
計
４
基
の
横
穴
式
石
室
が
存

在
し
た
と
あ
り
ま
す
。 

　
福
田
地
区
の
元
の
福
崎
中
学
校

の
用
地
と
大
歳
神
社
境
内
地
を
中

心
と
す
る
地
域
に
位
置
し
て
い
ま

し
た
。 

 

・
福
田
無
量
寺
跡 

　
福
田
無
量
寺
跡
は
、
奈
良
時
代

の
寺
院
に
関
す
る
遺
跡
で
す
。
福

田
公
民
館
近
く
に
あ
る
固
寧
倉
の

解
体
修
理
時
に
、
８
世
紀
後
半
か

ら
９
世
紀
代
の
古
い
瓦
片
が
多
数

出
土
し
ま
し
た
（
写
真
２
）
。
小

字
名
も
「
無
量
寺
」
と
な
っ
て
お

り
、
寺
の
存
在
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
礎
石
な
ど
寺
院
と
の
関
連

す
る
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。 

高
岡
・
福
田
地
区
の
文
化
財
紹
介 

開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日（
土
・
日
曜
の
場
合
は

開
館
）、
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下
車
、

タ
ク
シ
ー
を
利
用（
約
１０
分
）。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２８
年
３
月
３
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

69
２２ ２２ ２２ 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

１６ 

市
　
川 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　川　川 
バス停バス停 
　川 
バス停 
　
川
信
号 

《付近見取図》 望郷の丘 北野天満神社 

鈴ノ森 
神社 

学問成就の道 

丸鞘 
まるさや 

巡方 革帯 

革帯復元図 
『福崎町史』第１巻から（一部加工） 

写真１　矢口遺跡出土巡方 

写真２　福田無量寺跡出土古瓦 

ほ
っ
た
て
ば
し
ら 

ど
こ
う 

じ
ゅ
ん
ぽ
う 

い
お
う
じ 

ほ
う
ふ
ん 

ひ
が
し
お
お
た
に 

み
や 

や
ま 

か
み
が
い
ち 

こ
や
ま 

む
り
ょ
う
じ 

こ
ね
い
そ
う 

こ 

あ
ざ
め
い 

ふ
た 

い
し 



申し込み・問い合わせ先　《福崎町役場　住民生活課　　22－0560　内線373》 

●くみ取りカレンダーにそって計画収集をします。計画収 
　集を希望する方は、役場へお申し込みください。その際 
　は印鑑をご持参ください。（計画収集の方を優先します 
　ので、随時で申し込みの方は、遅れる場合があります。） 
●くみ取り手数料は、必ずくみ取り券で支払ってください。 
●収集の当日は、バケツ２～３杯の水を用意し、作業がし 
　やすいようにしてください。 
●計画収集の変更・中止をする場合は、必ず役場で手続き 
　をしてください。その際は印鑑をご持参ください。 

平成28年度 し尿くみ取りカレンダー 
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2（月） 
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1（木） 

3（月） 

1（火） 
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4（水） 

1（水） 
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4（月） 

6（金） 

2（木） 

4（月） 
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＊くみ取り券販売所＊ 
●福崎町役場（町金庫） 
●兵庫西農協（福崎支店・福崎東支店） 
●みなと銀行福崎支店　　　●但馬銀行福崎支店 
●播州信用金庫福崎支店　　●但陽信用金庫福崎支店 
●姫路信用金庫福崎支店 
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庄 
 

マツヤ書房 
靴とはきもの 木村屋 
牛尾商店 

駅前 
山崎 

パナハウスごとう電化 
楠田商店 

１７ 


